
農業用ため池点検マニュアル
【ため池管理者用】



危険なため池の写真

堤体法尻から漏水があ
り、漏水が増大した場合
に危険な状態となってい
る。

池側の法面が浸食され、
洪水時に危険な状態と
なっている。



危険なため池の写真

斜樋周辺が浸食され適切
な水管理が困難な状態と
なっている。

池内に倒木が流入し、洪
水時の円滑な排水に支
障をきたす状態となって
いる。



















































　

参考資料

1　小規模ため池が抱えている問題点

※本参考資料は、平成23年度に島根県が作成した冊子

「ため池応急整備事例集」から抜粋し掲載しました。

2　応急整備の流れ（1事例）
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築堤時の法面

波浪による浸食

堤　体

1）

1.小規模ため池が抱えている問題点

ため池施設の老朽化
ため池施設の代表的な老朽化パターン
・パターン① 波浪による堤体の浸食
・パターン② 堤体からの漏水
・パターン③ 構造物（斜樋、底樋、余水吐）廻りからの漏水
・パターン④ 構造物（斜樋、底樋、余水吐）の劣化
・パターン⑤ 池内へのヘドロ堆積による貯水量の減少

パターン① 波浪による堤体の浸食

堤体の浸食範囲

斜
樋

余
水
吐

現 状

☆放置した場合の問題点

・洗掘により堤体が痩せ、洪水時や地震時に堤体決壊の危険性
  が大きくなります。

・ 浸食により堤体が痩せたため維持管理が困難になります。

・ 堤体内にある施設（斜樋、余水吐等）の基礎部が浸食され機能
　が失われる危険性があります。
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堤体からの漏水
堤　体

パターン② 堤体からの漏水

貯水側堤体

下流側堤体法尻

拡大

堤体に亀裂あり

上流側

堤体右岸側からの浸透水により
漏水

漏水

現 状

☆放置した場合の問題点

・パイピング（水道）による漏水が進行すれば堤体内に陥没が
　生じ、堤体決壊の危険性が大きくなります。

・ 漏水によりため池貯水量が減少します。

・ 堤体自体が不安定になるため維持管理が困難になります。

●
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漏水
空洞

取水施設廻りから

の浸透水

法面の浸食

パターン③ 構造物（斜樋、底樋、余水吐）廻りからの漏水

斜樋状況(基礎部の廻りが土砂の吸出しにより空洞化）

下流側法止ブロック状況（斜樋廻りからの漏水）

斜樋

空洞化

現 状

☆放置した場合の問題点

・ 漏水が進行すれば構造物廻りの土砂が吸い出しにより空
　洞化され、構造物崩壊の危険性が大きくなります。

・ 構造物自体が不安定になるため維持管理が困難になります。

・ 漏水によりため池貯水量が減少します。

・ やがては堤体にも影響が及ぶため、堤体決壊の危険性が
　生じます。

●
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クラック発生→クラックからの浸透水
　　 →基礎地盤の流出

余水吐工   三面張水路

FWL

▼▼

パターン④ 構造物（斜樋、底樋、余水吐）の劣化

余水吐流入部

 コンクリート剥離状況

余水吐調節部～移行部

 側壁のクラック状況

放流部底版コンクリート剥離及び側壁クラック状況

現 状

☆放置した場合の問題点

・ 施設の補修が必要であるため維持管理費が増大します。

・ 構造物自体が不安定になるため維持管理が困難になります。

・ 構造物の機能が失われ、堤体にも影響が及ぶため、決
  壊の危険性が生じます。
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パターン⑤ 池内へのヘドロ堆積による貯水量の減少

☆放置した場合の問題点

・ 貯水量が減少し用水量が不足します。

・ 斜樋及び水路にヘドロの閉塞や堆積が起こり、除去等で
  維持管理費が増大します。

・ ヘドロによる悪臭が発生し、環境被害が出ます。

・斜樋の閉塞により、緊急時の水位調整ができなくなること
  と、ヘドロにより土圧が増大することで、堤体決壊の危険性
  が生じます。

ヘドロ(堤体崩落土、流入土砂）が
堆積し斜樋が埋まっている
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（平成18年3月　農林水産省　農村振興局防災課　ため池緊急点検・緊急整備計画報告書より）

　小規模ため池の余水吐は殆どが幅0.3m×高さ0.3m程度の小
さい断面で、10年に1回発生する雨量も流すことができません。
　近年の豪雨は、50年、100年に1回発生する雨量であり、明ら
かに断面不足と考えられ、堤体から越流し、決壊する危険性が
あります。

余水吐

2）余水吐の断面不足

小規模ため池の余水吐断面　B=0.20m×H=0.3 ～ 0.40m

豪雨による降水が堤体を越水して決壊 



　-7-

　問題点を抱えたため池を放置すれば、やがてはため池機能を失うことになり、
農業用水に支障を来したり、洪水時や地震時には決壊し下流で被害が出る
可能性があります。
　そのため、早急にため池整備を行う必要があり、症状によっては全面的に
改修を行う場合や部分的に補修を行う場合もあります。ここでは、部分的に
補修を行う場合について説明します。

2.応急整備の流れ

1）日　常　点　検

2）異常箇所の発見

3）市町村、改良区等へ報告

4）現　地　調　査

5）応急整備の決定

6）工 事 の 実 施

7）工　事　完　了

重機の使用・複雑な
構造物の設置等は施
工協力業者へ

た
め
池
点
検
～
応
急
工
事
準
備
段
階

応
急
工
事
着
手
～
完
了
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上流側

亀裂発生
堤体右岸側からの
浸透水により漏水

1）日常点検

（応急整備の流れ）

・別紙ため池管理簿による点検を行います。

2）異常箇所の発見

・日常点検をもとに異常箇所を発見します。

・堤体決壊の恐れがある場合はため池栓等を抜いて貯水位を強制的に

　下げるか余水吐自体を掘削して水位を下げます。

・漏水や崩壊等で異常箇所が明確な場合はブルーシートや土のう等で覆

　い、雨水やため池水が出来る限り浸透しないようにします。

・決壊の危険性が比較的少ない場合は点検の回数を増やして（１日１回

　程度）状況を確実に把握します。

3）市町村・改良区等へ報告

・異常箇所と行なった安全対策を市町村の担当課に報告します。

・ため池専門家の紹介やため池調査方法、設計・積算・工事発注等につ

　いて相談します。

4）現地調査

・地元と市町村担当職員により現地調査を行い、異常箇所を確認し、ため

池の整備工法・範囲について検討します。



　-9-

コーンペネトロメータによる地耐力及びヘドロ厚測定

応急整備の設計・積算に必要な現地測量及び試験を行います。

6）工事の実施
・重機の使用や複雑な構造物等があれば、施工協力業者への作業依頼
　をします。

・工事に必要な資材（セメント等）を購入します。

商社やホームセンター等からセメント購入

5）応急整備の決定（1事例）
・現地調査を踏まえ、測量・設計を行い、設計図面及び事業費、工事計
　画を作成します。
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地元関係者による施工
　（地元作業員：緑色のヘルメット着用、　
　　傷害保険に加入）
　設計図面及び工事計画に従い実施します。

7）工事完了

・図面通りに仕上がったかを確認し、工事完了とします。

・工事の実施（地元関係者の労力提供）します。


